Quick-lime producing history of Akehama-town, Ehime Prefecture. by 角田 清美
愛媛県・旧明浜町の石灰工業史
















































































































































交互の積み重ね → 加熱 → 冷却 → 製品の搬出，と言った工程で行なわ
れるため，１回の石灰の焼成には，およそ４週間の日数を要する。焼成後
は窯の冷却（約１週間），生石灰の搬出（数日間），燃料と原料の積み重ね
を行なうため，一窯で上記の工程を行うには，作業効率が悪い。作業効率
を上げるため，徳利窯を４基並べ，４基を，４週間を一サイクルとして順
序良く使用すると，作業効率が良くなる。明浜のお城窯内に，徳利窯が４
基並べられているのは，作業効率を上げるためであったと考えられる。
しかしながら，この方法では冷却による窯内部の劣化が発生し，窯の寿
命が短くなる。そこで当地では，開始時期については不明であるが，原料
と燃料を交互に積み重ねてから点火した後，窯の中で生石灰が焼成される
と，火口から鉄製の火格子（ロストル）の上に堆積している生石灰を，鉄
製のコテで掻き出し，一方では，掻き出した量だけ，窯の上部から新たに
燃料と原料を交互に積み重ねる方法が取り入れられ，作業効率を向上させ
た。作業員にとっては，灼熱している窯の上部で行う，危険を伴う重労働
であった注６が，生産者（経営者）にとっては効率的な方法であった。
しかしながら，このような工夫を行ったにもかかわらず，昭和３０（１９５５）
年頃以降の，全国的な技術革新と，良質で安価な石灰の供給には太刀打ち
出来なくなったため，明浜町の石灰産業は幕を閉じた。
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．岩井の石灰窯跡
明浜では，最盛期には一度に１５か所で操業が行われ，１か所にはそれぞ
れ１～３の窯があった（図２）。現在，窯跡の多くは崩壊しているが，往
時の形態を残している窯もある。
規模についてみると，正面から見た窯の幅は１０～２０mで，地面（基部）
から窯の天端までの高さは約１０mである。外観は石垣が組まれ，遠くか
ら見ると，近世に築かれた城郭の石垣のような景観をしていることから，
一般には「お城窯」とも称される。内部には，石灰石を焼成する徳利型を
した空間があり，内部の周囲には，耐火レンガが貼り付けられている。
しかしながら，一部の窯内には耐火レンガが貼り付けられていない窯も
あり，また外観の石垣が正方形の切石ではなく，楕円形をした野面石の窯
もある。野面石を用いた石垣で，耐火レンガが無い窯跡は，全体的に規模
が小さい。これらのことから，初期頃の窯は，外観が野面石の石垣で，内
部に耐火レンガが貼り付けられていない窯であることが分かる。
このように見ると，宮野浦岩井の三島神社の近くに保存されている窯跡
は，伝えられている通り，現存する窯跡の中では，最古の窯と考えられる。
三島神社近くに保存されている「お城窯」跡の，正面から見た石垣の基
図５ 明浜町三島神社の近くに残る石灰窯跡
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部の幅は約１１．６mで，地面から窯の天端までの高さは約５mである（図
５）。石垣の石は野面石で，約８０度の急傾斜となっている。基部には４つ
の送風口が開口している。送風口の入口は高さ約１m，幅７０～８０cmで，
送風口の天井の部分には長さ１m以上，幅３０～５０cm，厚さ２０～５０cmの，
板状の石が支えとなっている。送風口は奥部になるにつれて次第に狭くな
り，最奥部の広さは高さ約７０cm，幅は約４０cmである。徳利型をした空間
と送風口の間には，鉄製の火格子（ロストル）がないことから，明治時代
中期あるいはそれ以前に築かれた，石灰焼窯と推定される注７。
徳利型をした空間の基部は隅丸型で，一辺は約６０cmの広さである。図
に示されているように，窯の中央部付近では膨らみ，上端部では直径約１
mの広さである。
．まとめに代えて
愛媛県西予市明浜町では，江戸時代末期から昭和５５（１９８０）年にかけて
の約１５０年間にわたって，主として土壌中和剤として使用される，消石灰
を生産していた。最盛期は大正時代前期で，窯主は１７名に達し，年間に約
２９，０００tの生産高を誇った。しかしながら，化学肥料の普及に伴って需要
が急激に減少し，さらに戦後の技術革新によって，より安価な消石灰が生
産されたため，昭和５５年には生産を終えた。
石灰窯は，原料が得やすく，また搬出に便利な海岸付近に立地していた。
一般に「お城窯」と称される形式であった。燃料は，当初は薪や木炭を用
いていたが，明治５（１８７２）年からは石炭を使用した。宮野浦岩井の三島
神社の近くには，古い形式の「お城窯」が残っている。
注記
注１）昭和３０（１９５５）年，俵津村と狩江村が合併して豊治村が成立し，昭和３３（１９５８）
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年には高山村が加わり，明浜町が成立した。さらに平成２（２００４）年には明浜町・宇
和町・野村町・城川町・三瓶町が合併して西予市となった。
注２）明浜町では，窯主を１名＝１株と称している。
注３）地元では「火口」と称している。
注４）粒径が大きいと石灰石の中へ熱の伝導が悪くなり，粒径が小さいと石灰石の間を
伝わる高熱が行き届かなくなる。石灰石の粒径と積み重ね方は，燃料が発する温度で，
経験的に決められた。
注５）「七輪窯」と称する地域もある。
わらじ
注６）作業員は加熱された窯の上で作業を行うため，水を含んだ草鞋をはき，滝のよう
に吹き出す汗のため，常に塩水を飲んでいたが，疲れが激しかったと言う。
注７）東京都青梅市，栃木県葛生町，滋賀県米原市醒井町，福井県大野市などでの調査
結果によると，鉄製の火格子（ロストル）は鉄道用レールを再利用し，明治時代後期
以降の石灰窯に見られる。
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